
松山市

高知県
愛媛県

香川県

１
．
は
じ
め
に

　
「
松
山
市
自
主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

（
以
下
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」と
い
う
）」は
、
住

民
主
体
の
地
域
防
災
力
の
強
化
を
目
指
し
、
松
山

市
内
全
41
地
区
ご
と
の
防
災
組
織
連
合
会
を
ま
と

め
る
機
関
と
し
て
、
平
成
20
年
６
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
連
合
会

の
代
表
者
と
代
表
防
災
士
の
合
計
82
名
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
平
時
か
ら
各
連
合
会
同
士
の
連
携
や

協
力
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
お

り
、
い
ざ
と
い
う
時
の
防
災
活
動
の
実
効
性
を
高

め
る
体
制
整
備
や
さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

２
．
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

⑴
防
災
士
１
万
人
達
成
へ
の
貢
献

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
、
地
域
の
住
民
が
防

災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
た
め
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構

が
認
証
す
る「
防
災
士
」の
資
格
取
得
を
松
山
市
が

全
額
公
費
負
担
に
て
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
受
講
者
募
集
の
情
報
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
一
元
管
理
し
、
地
区
単
位
で
受
講
希
望

者
を
ま
と
め
て
市
に
推
薦
す
る
こ
と
で
、
資
格
取

得
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
取
り
組
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み
に
よ
り
、
松
山
市
内
の
防
災
士
登
録
者
数
は
着

実
に
増
加
し
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
に
防
災
士

が
所
属
し
て
い
る
割
合
は
91
・
４
％
（
令
和
７
年
４

月
現
在
）と
非
常
に
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
山
市
の
防
災
士
数
は
令
和
６
年
８
月
に
、

市
区
町
村
別
で
全
国
初
と
な
る
１
万
人
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
、
災
害
の
激
甚
化

お
よ
び
頻
発
化
が
進
ん
で
お
り
、
地
域
社
会
で
の

迅
速
か
つ
効
果
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

防
災
士
の
活
躍
は
、
地
域
防
災
の
充
実
と
い
う
観

点
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

⑵
各
種
研
修
会
の
実
施

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
、
市
内
の
各
自
主
防

災
組
織
の
新
任
リ
ー
ダ
ー
や
防
災
士
資
格
の
取
得

を
目
指
す
希
望
者
を
対
象
に
、
防
災
の
基
礎
知
識

や
最
新
の
災
害
対
策
、
地
域
に
お
け
る
防
災
訓
練

実
施
計
画
策
定
、
風
水
害
か
ら
の
逃
げ
遅
れ
を
無

く
す
た
め
の「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」作
成
な
ど
、

現
場
で
役
立
つ
実
践
的
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
講

習
会
や
研
修
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
師

に
は
、
大
学
や
専
門
機
関
、
防
災
士
な
ど
、
各
方

面
の
専
門
家
を
招
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
外

部
の
専
門
家
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
よ
り
実
践

的
か
つ
最
新
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
講
習
会
や
研
修
会
に
て
学
ん
だ
こ
と
を
、

今
度
は
自
ら
が
講
師
と
な
っ
て
自
主
防
災
組
織
や

地
域
住
民
に
教
え
る
こ
と
で
還
元
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
現
場
の
知
見
や
成
功
事
例
が
住
民
の

隅
々
ま
で
共
有
さ
れ
、
全
体
と
し
て
の
防
災
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

⑶
防
災
活
動
の
普
及

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
各
地
区
に
お
け
る
様
々

な
防
災
活
動
の
成
果
や
実
践
的
な
知
見
を
広
く
共

有
・
普
及
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら「
防
災
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
内
の
自
主
防
災
組
織
だ
け
で
な
く
、
自

治
体
関
係
者
、
専
門
家
、
地
域
住
民
が
一
堂
に
会

し
て
最
新
の
防
災
対
策
や
成
功
事
例
、
課
題
を
議

論
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
顕
著
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る「
防
災
士
」の
活
動
紹
介
、
ま
た
、
各
地

域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
訓
練
内
容
や
防

災
活
動
の
成
果
お
よ
び
改
善
点
を
産
官
学
民
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
講
演
形
式
で
発
表
す

る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、

従
来
の
訓
練
・
講
習
だ
け
で
は
得
ら
れ
に
く
い
現

場
の
リ
ア
ル
な
課
題
な
ど
を
参
加
者
に
共
有
す
る

こ
と
で
、
参
加
者
は
そ
の
知
見
を
各
地
域
の
防
災

計
画
や
訓
練
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
格

差
の
解
消
や
市
全
体
の
防
災
意
識
の
醸
成
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。
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⑷
地
区
防
災
計
画
作
成
の
推
進

　

平
成
26
年
４
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
住
民
が
行
う
自
主
的

な
防
災
活
動
に
関
す
る「
地
区
防
災
計
画
制
度
」が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
松
山
市
で
も
、
そ
の
趣
旨
を

理
解
し
、
市
内
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
連
合
会

ご
と
に
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
計
画
の
作
成
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
、
各
地
区
の
防
災
計

画
の
策
定
・
見
直
し
を
積
極
的
に
推
進
し
、
全
国

で
も
稀
な
、
市
内
全
域
で
の
計
画
策
定
完
了
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
各
地
区

の
代
表
者
と
代
表
防
災
士
が
中
心
と
な
り
、
地
域

の
災
害
リ
ス
ク
の
把
握
や
避
難
経
路
、
避
難
所
運

営
、
訓
練
実
施
の
成
果
な
ど
を
共
有
・
検
証
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
適
切
か
つ
実
効
性
の
高
い
防
災

計
画
と
な
る
よ
う
、
毎
年
の
よ
う
に
見
直
し
を
し

て
い
ま
す
。

３
．
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
取
り
組
む

　
　
地
域
防
災
の
未
来

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
ま
ず
、
多
様
な
地
域
防
災
活
動
を
統
合
・

進
化
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
防
災
活

動
へ
の
参
加
を
一
層
推
し
進
め
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
大

小
は
様
々
で
あ
り
、
人
口
減
少
問
題
が
取
り
巻
く

現
代
社
会
に
お
い
て
、
自
主
防
災
組
織
の
な
り
手

不
足
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
で
は
、
各
連
合
会
と
も
連
携
し
、
地

域
防
災
活
動
の
継
続
や
よ
り
一
層
の
充
実
を
目
指

し
、
自
主
防
災
組
織
同
士
の
統
合
推
進
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
も
防
災
士
や
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
重
視
し
、
最
新
の
知
見
や

運
営
手
法
を
取
り
入
れ
た
講
習
会
や
研
修
会
の
充

実
が
必
要
で
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
広
く
地
域
内
外

に
発
信
す
る
こ
と
で
、
松
山
市
全
体
の
防
災
意
識

の
向
上
を
図
り
、
他
自
治
体
へ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

（
松
山
市
市
民
防
災
安
全
課　
主
幹　
竹
場 

登
）

シンポジウムには自主防災組織の関係者や地域の住民など多くの
方が訪れました

新任の自主防災組織関係者を対象とした研修会
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